
様式第二号の人 (第八条の四の五関係 )

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和5 年  4月  21日

明石市長  殿

提出者
住 所

神戸市中央区京町83番地

氏 名 (法人にあつては名称及び代表者の氏名 )

ケミプロ化成株式会社
代表取締役社長 兼俊寿志

電話番号

078-393-2530

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 ケミプロ化成株式会社 明石工場

事 業 場 の 所 在 地 明石市二見町南二見22番31号

計 画 期 間 令不日5年4月 1日 から令不日6年 3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 1639その他の有機化学工業製品製造業

② 事 業 の 規 模 製品出荷額242,413万 円(令和4年度分)

③ 従 業 員 数 37人 (2023年 4月 1日 現在)

こついては別 1-8 H ロ フ

④ 産業廃棄物の一連
の処理の工程

ロー」、別紙9「製品以外発生廃棄物フロー」の記載のとおり

各廃棄物発生後の引き取り手順は別紙10「廃棄物処理に関する

管理組織図」の記載のとおり

収集運|ん鸞、処理方法、処理会社については別紙13「産業廃棄物
の種類」の記載のとおり

(日 本工業規格 A列4番 )



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物のりF出の抑制に関する事項

【前年度(令和 4年度)実績】

産業廃棄物の種類
別紙 12「 産業廃棄物の排出の抑制に関する事項」の記載のとおり

排  出  量 じ

これ で イ

①現状 産業廃棄物は前年計画3345.ltに 対し、実績3502tで約4.7%の増加になつておりま

す。要因としましては、生産品目変更に伴い汚泥と廃アルカリの増加によるもので

す。対策としては前年同様にライン洗浄量を少なくし、窒素圧送を行つております。

【目 標】

産業廃棄物の種類
別紙 12「 産業廃棄物の排出の抑制に関する事項」の記載のとおり

排  出  量 じ
'

る の

②計画 製造工程での見直しをテーマに廃棄物の排出量削減に努めます。

産業廃棄物の分別に関する事項

してヤヽ の イこ る

①現状

工場内の保管場所で、汚泥、木くず、廃プラスチック類、金属くず、廃蛍光灯に分

別し保管しております。

る予 の の び分別に関 る

②計画

引き続き産業廃棄物の保管場所での分別の徹底を行います。



(第 3面 )

【前年度(令和 4年度)実績】

産業廃棄物の種類

t
つ

た産 量

①現状
しこれ で

特になし。

別紙12「 自ら行う産業廃棄物の再生利用に

関する事項」の記載のとおり

【目 標】

産業廃棄物の種類

t
の量産

別紙 12「 自ら行う産業廃棄物の再生利用に

関する事項」の記載のとおり

②計画

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

特になし。

の

【前年度(平成 4年度)実績】

産業廃棄物の種類

t
産業廃棄物の量
ら つ

量した産業廃棄物の量
ら により減

別紙12「 自ら行う産業廃棄物の中間処理に

関する事項」の記載のとおり

tt

①現状

特になし。

これまでに

【目 標】

産業廃棄物の種類

t
の量

収

産
別紙12「 自ら行う産業廃棄物の中間処理に

関する事項」の記載のとおり
tし量する産業廃棄物の

②計画

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

る予

特になし。

の



(第4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和 4 年度)実績】

産業廃棄物の 種類
処分または海洋投入男1紙 1 2「 自う 行う産業廃棄物 の 埋 ユ

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つ

た産業廃棄物の量

処分 | こ関する事項 」の 記載の とおり
t

①現状 イ

特になし。

【目 標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

別紙 12「 自ら行う産業廃棄物の埋立処分または海洋投入

処分に関する事項」の記載のとおり
t

②計画

特になし。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度(令和 4 年度)実績】

産業廃棄物の種類

全処理委託量 t t

優良認定処理業者
への処理委託量

t t

再生利用業者への

処理委託量

別紙12「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の記載

のとおり

認定熱回収業者ヘ

の処理委託量
t t

①現状
認定熱回収業者以
外の熱回収を行う業
者への処理委託量

t t

これ イこ

出来る限り、排出する産業廃棄物のリサイクルを推進。



(第5面 )

②計画

【目 標】

産業廃棄物の種類

全処理委口毛量 t t

ξ
~

別紙12「産業廃葉物の処理の委託に関する事項」の記載

のとおり
も

|

t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

引き続き排出する産業廃棄物のリサイクルを推進。焼去,している廃アルカリや汚泥等を
出来るだけサーマルリサイクル出来る業者に処分依頼していくように切り替えていきたい

と思つてます。

※事務処理欄



(第6面 )

備 考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成
工事高(前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規模
が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についてのア発生から最終処分が終了する
までの一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中間処理

を行うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うこ

とによつて減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとイこ、全処理委託量を記

入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第6条

の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者

(廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への

焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への焼却処理委託

量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

5

6 それぞれの欄に記入すべき事項の企てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と

記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の種類が3以上

あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した

別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

7  ※欄は記入しないこと。



別紙 1

製品Aブロックフロー

R2.5.8

原料仕込み反応

廃プラスチック類中和

反応

ろ液処理 溶剤回収遠心分離

引火性廃油廃アルカリ中間品

汚泥

中間品・原料仕込み反応

廃プラスチツク類

濾過 汚 泥

溶剤回収晶析口遠心分離

乾燥 引火性廃油

充填

汚 泥



月1甘眠2

製品Bブロックフロー

排水

R2.5.8

原料仕込み反応

排水後処理

溶媒回収濃縮日調整

製品

金洗浄

引火性廃油



男1紙3
R2.5.8

製品 Cブロックフロー

廃プラスチック類

原料仕込み

強酸後処理

廃アルカリ

排水処理

溶剤回収濃縮

結晶ほぐし

溶剤回収遠心分離

引火性廃油乾燥

製品

汚泥



月1甘眠4 R2.5.8

製品 Dブロックフロー

反応 原料仕込み

廃プラスチック類

後処理 溶剤回収

排水処理

濃縮 溶剤回収

溶解

溶剤回収遠心分離

引火性廃油wet品

乾燥

製品

汚 泥



別紙5 R258

製造Eブロックフロー

加水分解

抽出 排水 (自 社処理)

原料仕込み

反応

廃アルカリ後処理

排水(自 社処理)

原料仕込み

反 応

後処理 廃アルカリ

溶剤回収

溶剤回収

溶解

晶析

ろ液回収遠心分離

引火性廃油wet品

汚泥



男1甘眠6 R2.5.8

製品 Fブロックフロー

汚泥

廃アルカリ

排水処理

wet製品

原料仕込み反応

廃アルカリ

後処理

溶剤回収濃縮

結晶ほぐし

ろ液回収遠心分離

引火性廃油



男1紙 7

R2.5.8

製品Gブロックフロー

wet製品

原料仕込み

引火性廃油

溶剤

溶剤回収

後処理

結晶出し

溶剤回収

遠心分離 廃アルカリ



月1紙8

製品Hブロツクフロー

乾燥品充填

R2.5.8

原料仕込み

廃溶剤 (有価物 )脱溶剤

洗浄

晶析

廃アルカリ

溶剤回収ろ液処理遠心分離

残湾 (ドラム )廃アルカリ乾燥



男可紙9

製品以外発生廃棄物フロー

生産技術部口品質管理部より廃液

原材料荷受け時

工場の照明

蛍光灯

R4.4.21

引火性廃油日分析による

木くず原材料の梱包

水銀使用製品産業廃棄物



男ll紙 10

廃棄物処理に関する管理組織図

汚泥、水 品産業廃棄物

▼

■

分担
環境部

・廃棄物処理計画等の策定、行政への報告
・処理委託業者の選定、廃棄物処理委託契約等手続き、引き渡し、適正処理の確認
・マニフェストの保管管理

製造部
・部署内の発生産業廃棄物の肖1減、分別、保管場所への運搬

管理部
・廃棄物の積み込み

ロ ー

による引き取り による
フ

管理部

セ__

契約等

マニフ

工場長 (統括責任者)



別紙11

廃棄物処理に関する管理組織図

分担
環境部

.冠竃黎雙霙肇冒蓬鍵豫易随金塞翼莫約等手続き、引き渡し、適正処理の確認
'マニフェストの保管管理

製造部、品質管理部、生産技術部
,部署内の発生産業廃棄物の削減、分別、保管場所への運搬

管理部
・廃棄物の積み込み

ロ 一
I

による引き取り

天付きドラムク

による

契約等

マニフ

工場長 (統括責任者)



月1紙 12
産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

庫 プラ輛 合 計物 の 不車類 汚 木 くす アルカリ
5 12 007 3502l詈 115 44 3326

ヨ
Ｌ 木 〈ず 靡アル カ I F発フラ委買 合 計i物 の 種 類 汚

48 2769 6 15 01 29301担量 92

扉 ブラ緬 合 計産 業 疇 棄 物 の 希車類 汚 泥 木 くす アルカリ 金属くず

0 0 0 0 0目ら再生利用を
おこなった量

0 0

木 〈ず 靡アル カ I 屍 フラ類 合 計汚 泥

00 0 0 0 0 0自ら再生利用を
おこなった畳

藤 業 厚 棄 物 の 不車類 汚 泥 木くず 廃アルカリ 疇 プラ類 合 計

目ら烈回収を
おこなった量

0 0 0 0 0 0

汚 況 木 くず 靡アル カ I 躍 フラ類 合 計

自ら熱回収を
おこなった畳

0 0 0 0 0 0 0

木 〈ず 靡アル カ I 屋 フラ委買 合 計産 業 F発棄 物 の 種 類 泥

0
自ら埋立処分又は

海洋投入処分を
おこなった畳

0 0 0 0 0

醇ア Jレカ I〕 疇 フラ類 合 計澪 業 厚 棄 物 の 種 類 汚 泥 木くず

00 0 0 0 0 0
目ら理立処分叉は

海洋投入処分を
おこなった量

合 計産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚 泥 木 くす アルカ〕 金属くず 廃ブラ類
5 12 007 3502115 44 3326

0 2895 0 0 0 293338

1576.0770 44 1445 5 12 0,07

0 00 0 0 0 0

1882 0 0 0 1923

全処理委託亘

46 0

合 計汚 泥 木 くず 廃ア ル カ I 廃 フラ類産業屍棄物の種類
01 2930.可92 48 2,769 6 15

0 1 0 207992 2 1984

48 1938 6 15 01 2017.110

0 00 O 0 0 0

0 831 0 0 0 913

全処理委託量

82



男u紙 13

汚泥

金属くず

水銀製品産業廃棄物

収集運搬     <委 託 :(株)AYK>
洗浄・圧縮・破砕処分 <委託 :尼崎容器工業(株)>

収集運搬     <委 託 :(有)明石清掃>
コンクリート固化   <委 託 :関西環境建設 (株)>

破砕処分

収集運搬

収集運搬

焼却処分

その他処分

収集運搬

混合調整処分

調整分離

中和

<委託 :(有)明石清掃>
<委託 :田 日建材 (株)>、 <委託 :木村工業 (株)>

<委託 :一宮運輸(株)>、 <委託 :(有)明石環境開発>、 <新岡山工業>
<委託 :内 田工業(株)>、 <委託 :サンワ技研(株)>
<委託 :エコシステム山陽 (株 )>、 <委託 :(株 )パルテック>
<委託 :内田工業(株)>、 <委託 :サンワ技研 (株)>

<委託 :(有)明石清掃>
<委託 :田 口建材僻>、 <委託 :木村工業(株)>

<委託 :(株 )パルテック>、 <委託 :(有)明石環境開発 >、 <委託 :サンワ技研 (株)>
<委託 :(株 )新岡山工業 >、 <委託 :(株)ユアック>、 <委託 :エコンステムジャパン(株)>
<委託 :サンワリューツー (株 )>、 く委託 :(株 )コゲマ>、 <委託 :(株 )ダイセキ>
<委託 :(株 )パルテック、<委託 :エコシステム山陽 (株)>、 <委託 :エコシステム岡山(株)>
<委託 :サンワ技研 (株)>
<委託 :岡山砿油 (株)>
〈委託 :(株 )パルテック>、 <委託 :サンワ南海リサイクル (株 )>、 <委託(株)ダイセキ>

廃プラスチック

木くず

廃アルカリ



弓命西彦 合 計特
1 ]の種類 引火性廃油

555」量 409 146

狙の 示重類 引火性廃油 弓a酉密 合 計

172 511遇量 339

男1紙14
特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

自ら行う特管物の中間処理に関する事項

特管物の処理の委託に関する事項

自ら行う特管物の再生利用に関する事項

自ら行う特管物の埋立処分に関する事項
4

合 計特管物の種類 引火性廃油 強 酸

引火性廃油

0 0 0

0 0 0目ら再 生利用を

おこなった量

弓傘画8 合 計特管物の種類 引火性廃油

自ら勲回収を
おこなった畳

0 0 0

弓令西e 合 計特管物の種類 引火性廃油

自ら烈回収を
おこなった畳

0 0 0

引火性廃油 弓a酸 合 計特管物の種類

自ら埋立処分を
おこなった量

0 0 0

引火性廃油 弓a酉登 合 計特管物の種類

自ら埋立処分を
おこなった量

0 0 0

指 暫 物 の 種 類 引火性廃油 強 酸 合 計

全処理委託量 409 146 555

409 146 555

51 44 94

0 0 0

366 0 366

特 官 物 の 種 類 引火性廃油 強 酸 合 計

全処理委託量 339 172 511

339 172 511

0 172 172

0 0 0

339 0 339



月1紙15

引火性廃油

強酸

収集運搬
収集運l般

焼却処分
燃料化

<委託 :(株 )太田化成商会 >、 <委託 :(株 )ダイセキ>
<委託 :一宮運輸 (株 )>、 <委託 :エコシステムジャパン(株 )>、 <委託 :(株 )鶏

<委託 :新 日本開発 (株)>、 <委託 :エコンステム山陽 (株)>
<委託 :(株 )ダイセキ>

<委託 :大幸工業 (株)>
<委託 :大阪ベントナイト事業協同組合>

収集運搬
中和


